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研究成果の概要（和文）： 

動物モデルを用いて、骨吸収を伴うインプラントに荷重を与えた。バイオメカニックス的評価

から、１／２程度の周囲骨吸収では、除去の必要性を示すには至らなかったものの、 後方部

に埋入したインプラントではオッセオインテグレーションの喪失を助長する傾向が見られた。

このことからインプラント埋入部位と骨吸収を除去基準のパラメーターとすべきことが明らか

となった。 

研究成果の概要（英文）： 

The aim of this study was to investigate bony changes around selectively overloaded implants in 

dogs. The marginal bone loss after dynamic loading was no significant difference between in 

the 4-week loading group and 12-week loading group These findings clarified some dynamic 

load-induced changes in the peri-implant bone and provided useful information for the elucidation 

of the mechanism of loss of osseointegration. 
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１．研究開始当初の背景 

高い成功率を持つオッセオインテグレーテ

ッドインプラント治療は、補綴処置の 1オプ

ションとして、広く臨床に取り入れられてき
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ている。 近では無歯顎部にインプラントを

埋入後上部構造を装着し、良好な経過と患者

の満足を得た臨床例は多く存在する。中間欠

損においても固定性ブリッジに替わり、隣在

歯の切削を必要としない単独植立インプラ

ントの適応も拡大している。またサイナスリ

フト、ソケットリフトなどの新しいインプラ

ントプロトコルを用いた症例も多くみられ

るようになってきた。しかしながら、このよ

うな状況の中で、オッセオインテグレーショ

ンの喪失を予測させる周囲骨の吸収を示す

インプラントが増加していることも確かで

あり、このような例ではインプラントの除去

を余儀なくされる場合も多い。しかしながら、

このインプラントの除去の基準は不十分で

あり、インプラントと上部構造の比率がある

ものの（Moheng, 2005）、いまだにエビデン

スに乏しい。このため、周囲骨の吸収を伴う

インプラントは動揺が認められた後に除去

されるのが一般的である。しかしながら、こ

のことによりさらに広い範囲での骨吸収が

生じて、除去後にインプラントを再埋入する

時に大きな問題となる。これらのことから、

骨吸収を伴うインプラントの除去基準の確

立が強く望まれている。 

 

２．研究の目的 

骨吸収を伴うインプラントと咬合により生

じる動的荷重の関係を明らかにすることで、

バイオメカニカルな視点から骨吸収を伴う

インプラントの除去基準を確立する。 

 

３．研究の方法 

骨吸収を伴うインプラントと咬合により生

じる動的荷重の関係を明らかにすることで、

インプラントを除去するか否かの基準を明

らかにするために、以下の２つの研究を行っ

た 

研究 1 

インプラント周囲骨吸収の程度により、イ

ンプラントの除去が必要であるかについて、

動物モデルを用いて明らかにする。 

 

雄性ビーグル成犬（3 頭）両側下顎小臼歯

部（P1-P4）を抜歯し、インプラントを埋入

するための無歯顎部を用意し、その１２週後

に、左右無歯顎部に異なる骨吸収量を想定し

た 3種類の深さの異なる皿状の骨欠損部（0、 

2.5、 5 mm）をカウンターボアバーを用いて

付与した後、同欠損部にブローネマルクイン

プラント（直径：3.75 mm、長さ 7 mm、Ti Unite 

Mark Ⅲ, Nobel Biocare）をそれぞれ埋入し

た。その１２週後に、上部構造を装着するこ

とで咬合により生じる動的荷重をインプラ

ントに与えた。上部構造装着１２週後に、動

物を屠殺し、インプラントを含む下顎骨の非

脱灰研磨標本を作製して、組織学および組織

形態計測学的評価を行った。 

 

研究 2 

動的荷重が骨吸収を伴うインプラントに与

えている影響が、荷重を除去した後も継続す

るか否かを明らかにすることで、インプラン

トの予後を検討する。 

 

 ビーグル犬 3 頭を用い、研究１と同様に、



 

 

インプラントを埋入後、荷重の生じる上部構

造を装着、その 8週後に上部構造の除去と同

時にカルセイングリーンを静注する 

 上部構造の除去から 4週後、動物を屠殺し、

研究１と同様の組織学的評価を行う 

これらの結果を総合して、バイオメカニカル

な視点から骨吸収を伴うインプラントの除

去基準を確立する。 

 

４．研究成果 

動物モデルを用いて、骨吸収を伴うインプラ

ントに動的荷重を与えた。バイオメカニック

ス的評価から、１／２程度の周囲骨吸収では、

除去の必要性を示すには至らなかったもの

の、 後方部に埋入したインプラントではオ

ッセオインテグレーションの喪失を助長す

る傾向が見られた。このことからインプラン

ト埋入部位と骨吸収を除去基準のパラメー

ターとすべきことが明らかとなった。 

これまでのインプラント研究の多くは、オ

ッセオインテグレーションをいかに早く獲

得し、また、その長期維持を目標としている。 

 オ ッ セ オ イ ン テ グ レ ー シ ョ ン の 獲

得と長期維持は，インプラント治療の

成功に必須である．このオッセオイン

テ グレ ーシ ョン に大 きく 影響 を与え

る も 重 要 な 因 子 と し て ，

Albrektsson らはインプラント上部構

造に加わる荷重状態を挙げている．こ

の 荷重 状態 が不 適切 な場 合に はイン

プ ラン ト周 囲骨 の微 小損 傷が 惹起さ

れて骨吸収が生じ，オッセオインテグ

レーションが喪失する．それゆえ，イ

ン プラ ント に加 わる 荷重 を適 性にコ

ン トロ ール する こと は極 めて 重要で

あるしかしながら、今後は、周囲骨の吸収を

伴うインプラントの本数が増加することが

予想されることから、どのような場合にイン

プラントを保存し、どのような場合にインプ

ラントを除去するかを明らかにする必要が

あるが、このインプラントの除去基準は未だ

確立されていない。本研究ではこの問題をバ

イオメカニカルな手法を用いてエビデンス

を集積しようとした。 

 本研究は、今後多く生じるであろう問題に

対して一足早く取り組む点が画期的であり、

本研究の結果は、インプラント治療の安全性

をより一層高めるのに大きく貢献できる。 
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